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連携・協働 
連絡を密に取り合って，一つの目的のた
めに一緒に物事をすること。（大辞林第三
版） 

同じ目的のために，協力し
て働くこと。 （大辞林第三
版） 



地域で連携・協働による消費者教育を進めるためには 

１．消費者教育に対する共通認識を共有し
ていく必要があること 

2．多様な関係者・セクターが集い、連携する
きっかけとなる場・機会が必要であること 

3．議論をスムーズにするためのノウハウ、

それぞれをつなぐ役割（コーディネート機能）
を明確にすること 

出所）文部科学省「地域における消費者教育実践のヒント集」 
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消費者教育推進のために、 
なぜ、連携・協働が必要なのか？ 

文部科学省消費者教育取組状況調査（平成22年度） 

 

• 教育委員会と消費者担当部局との連絡協議会の設
置状況（都道府県・政令市 37.9％、市町村：0.9％） 

• 連絡協議会の課題「取組報告に終わる」（30.3％） 

              「形式的」（24.2%） 
 

 ⇒教育委員会において、消費者教育の実施意識が
低く、消費者担当部局との連携も意識されていない 

文部科学省「連携・協働による消費者教育推進事業」説明資料より 



平成25年1月27・28日開催 
消費者教育フェスタin神戸 

ー連携・協働による消費者教育ー 
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◇意見交換会（セクター別ミニパネルディスカッション） 

「消費者教育推進法成立を受けてそれぞれが取り組むこととは」 
 

学校教育 消費者行政 

消費者団体 事業者団体 



セクター別パネルディスカッション 
の主な意見 

各センター内の現状と課題 

学校教育 
●限られた教科、教員が実施しているた
め、一つの学校の中でタテ・ヨコ（教科間、
学年間）で情報共有を進める 
●学校内外の力を活かせる環境づくりと
そのためのコーディネートの必要性 
 

消費者行政 
●担い手育成 
●地域人材の力を活用するために、コー
ディネート力を高める必要 
●被害防止だけでなく、「消費者市民社
会」について多くの人に理解してもらう工
夫が必要 

消費者団体 
●団体相互の連携・協力がもっと必要。 
●消費者被害防止の他、生活者として自
らの判断で選択する能力を育てることが
重要。 
 

事業者団体 
●学校向け教材に対するニーズ把握と、
マッチングが必要。 
●1社のみでは限界もあるので、学ぶ主
体をコーディネートする機能が必要。 
●プラットホーム機能も整備されるとよい。 
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学校教育における実践の課題 

●さまざまな教育課題に対応しきれない！ 

   

  
  

 

 

 

 

 

  
文部科学省「すぐにわかる新しい学習指導要領のポイント」 

 

 

 

 

 

 



消費者教育の体系イメージマップ ver1.0 

 

 

 



持続可能な未来とESDユネスコ世界会議の成功に向けて 

 

http://youtu.be/4RPIgp0xw7s 作成：ESDユネスコ世界会議あいち・なごや 支援実行委員会 



youth X change 
  UNESCO （国際連合教育科学文化機関）
とUNEP（国連環境計画）が開発した環境
教育教材で、「国連・持続可能な開発のた
めの教育の10年」（2005年～2014年）の教
材として2008年までに世界20カ国で翻訳さ
れ、教育の場で活用されている。 

 

  主に15歳から25歳までの若者を対象に持
続可能な地球のための生活や消費への
気付きを提供することを目的として作成さ
れた。  
 http://www.nittsu.co.jp/corporate/contribution/environment.html#youth-jp 



 

 

 

 

 

 

 
http://www.unesco-school.jp/?page_id=91 

事例１ 三重県 西村朱美先生 
「地場産業から学ぶ消費者教育」 

 ESD とは、わたしたちと世界中の人々・将来
世代の人々が生き続けていける未来をどうつ
くっていくかを、学校や家庭・地域・国・世界を 
舞台に、みんなで調べたり考えたり、意見を出
し合ったりしながら行動していける子どもやお
となになるための学習のことです。 

中部から 地域と連携した、 
学校全体で取り組む消費者教育の発信を！ 



学校教育における取組実践発表  

• 岐阜市教育委員会・岐阜市立加納中学校 

 （技術・家庭科「D身近な消費生活と環境」） 

  

 



岐阜市消費生活センターとの連携 保護者の参加 

 



社会教育における取組実践発表 

公益財団法人生命保険文化センター （牛嶋信治氏） 


